
 （１日目） ６月１６日（木） 午前９時３０分から 　

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

1 大山由郎 子どもの安全を守れ
町長

教育長

2 門脇教蔵 多可町都市計画マスタープランについて 町長

3 廣畑幸子 防災に向けての啓発や備蓄目標計画の状況は。
町長

教育長

4 橋尾哲夫 ４回目ワクチン接種を早期に実施すべし 町長

個人消火器と各集落保管の土嚢の点検を 町長

仕組み債２億円を評価し、売却も検討すべし 町長

5 藤本一昭 新ごみ処理施設に関連して施設の整備の計画は 町長

内閣府の2022年度ＳＤＧｓ未来都市選定の「クリアグリーン
TAKA」の計画について

町長

物価高騰に関連して学校給食の今後と学級費の集金につ
いて

教育長

6 市位裕文 高騰による給食費対策
町長

教育長

7 吉田　政義 通学路の安全確保に向けた取り組みは 教育長

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

8 足立吉継 子どもたちの教育に必要な備品導入は進んでいるか
町長

教育長

将来の多可町役場の展望を問う 町長

9 門脇保文
ごみ処理施設　余熱利用整備計画について
地元の要望や環境整備はどのようになっているのか。

町長

いざという時に備えて
自衛隊員や予備自衛隊の入隊。退職自衛官の採用につい
て

町長
教育長

各小中学校にコミュニティスクールを組織する
学校の統廃合はコミュニティスクールで検討すべき

町長
教育長

10 藤原清勝 多可町内の中学校統合問題について
町長

教育長

元八千代北小学校跡地の今後の活用と今現在の近隣住民
の生活環境対策について

町長

今年は、作家、松本清張の没後三十年です。そこで、この多
可町に松本清張の文学碑建立をすべきと考えます。

町長
教育長

11 内橋志郎
コロナ禍による不況、原油価格や物価の高騰で町財政運営
は、大丈夫か。

町長

高齢者等が、買い物や通院などに安易に行ける環境整備を
どのように図っていくのか。

町長

12 清水俊博
SDGｓ未来都市指定「多可町」最も相応しい「EVカーシェア」
の早期導入を！

町長

山口・阿武町「誤給付」事案から学ぶ！
（対岸の火事とせず「ケーススタディ」に）

町長

町の基盤「集落機能の維持・向上」に総力を！
（急激な少子化等への対応・支援を）

町長

13 日原茂樹 観光振興策を問う 町長

校内フリースクール設置を 教育長

令和４年 第１１４回多可町議会定例会　一般質問

（２日目）６月１７日（金） 午前９時３０分から



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 大山 由郎 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ５月２３日 

午前・午後 ８時３０分 
１ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１.子どもの安全を守れ 町長 

教育長 

別紙にて 

２. 

３. 



質 問 の 内 容 

 〇子どもの安全を守れ 

 学校は、児童や生徒が集い人と人との触れ合いにより、人格の形成がなされ

る場である。また、生きる力を育み、生き生きと活動し安全に学べること、そ

して児童や生徒は守られるべき対象であるだけでなく、学校教育全体を通じ、

自らの安全確保能力を身につけなければならない。 

１、子どもを取り巻く安全の現状と、必要な安全について 

⑴校内での負傷事故を防ぐための取り組みは

⑵不審者による事件から子どもたちを守るための生活安全の取り組みは

⑶子どもを交通事故から守るための交通安全を視点とした指導は

⑷自然災害から身を守る子どもを育てるための災害安全を視点とした取り

組みは

２、学校安全を推進するための方策について 

⑴安全に関する教育の充実を図れ

⑵学校における安全に関する組織的取り組みの推進を

⑶家庭・地域社会との連携を図った学校安全の推進を



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 門脇 教蔵 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ５月２３日 

午前・午後 ８時３７分 
２ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１.多可町都市計画マスタープランについて 町長 

 「市町村の都市計画に関する基本的な方針」いわゆる都市計画法の改定に

より、市町村が創意工夫を凝らし、地域固有の自然、歴史、生活文化、産業

など特性を踏まえながら、都市計画の基本的な方針を総合的に、体系的に示

すものと位置づけられ、令和 4 年度~13 年度の 10 年間の計画が策定されまし

た。

〇総合計画の定める将来像の実現

〇人口減少と厳しい財政状況における地域の持続

〇多可町らしさを活かした魅力あるまちづくり

であります。そこで質問させていたただきます。

1. 都市計画プランは、何年後をイメージされているのでしょうか。

2. 10 年前と比べ、多可町の社会情勢はどのように変化したのでしょうか。 

3. 今後の多可町の都市計画に求められることは、どのようなことなのでし

ょうか。

4. このマスタープランは、どのような理念や目標を定めているのですか。

5. 具体的に、どのような都市づくりを位置づけ、進めていくのですか。



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 廣畑 幸子 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ５月２７日 

午前・午後 ５時 ５分 
３ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１.防災に向けての啓発や備蓄目標計画の状況は。 町長・教育長 

別紙参照 

２. 

３. 



質 問 の 内 容 

多可町の防災に関して備蓄物の状況や啓発、また今後町としてど

のような計画をたてているのかお聞きします。 

今年も防災訓練が、9 月 4 日に予定されています。この訓練は、兵

庫県・播磨広域合同防災訓練として大規模な訓練が予定されていま

す。5 月 31 日には「対策本部の参集及び図上シミュレーション訓練

を実施」また「国内外国人の災害対応訓練」なども計画されていま

す。 

 防災訓練は、今後起こるかもしれない災害に対応できるようにす

るためにも必要不可欠なものです。そんな中で、非常食や災害時の

必要物資の展示なども機会を捉えてされています。 

現在多可町での非常食備蓄状況は、五目ご飯 2753 食、わかめご飯

が 1550 食、きのこご飯が 1500 食、梅がゆが 1617 食の合計 7240 食

と聞いています。それぞれ 5 年間保存ができます。 

その他、乾パン 600 食、ビスコ 3000 食で合計 3600 食あり、これ

も 5 年間保存できます。 

飲料水では、２L のペットボトル 840 本がストックされています。

水の保存ですが今は 5 年～10 年保存のものがあり、今後も５年サイ

クルで更新していく予定と聞いています。

多可町では、要配慮者用の白ご飯 100 食と、液体ミルク 48 本がス

トックされています。近隣自治体に聞きますと、ストックは粉ミル

クのみや、提案はしているけれど、まだ液体ミルクの用意まではで

きていないというところもありました。しかし、多可町では必要性

を考え配慮していることがうかがえました。ちなみにこの液体ミル

クは、期限は半年ですので、6 ヶ月毎に入れ替えているとのことで

す。

しかし、この非常食のストック状況は、最大 2241 人の 3 食の 1 日

分、そして災害対応をする人 300 人の 3 食 3 日分です。この数字が

多いか少ないかは考え方が分かれるところではありますが、災害に

よっては、充分といえる量ではないこともあります。 

もちろん自分の命を自分で守ることは大事なことです。各家庭で

最低 3 日分、可能な限り 1 週間分以上の非常食を用意することが必

要とも言われていますが、はたしてどれくらいの家庭が準備されて

いるでしょう。 



比較的災害の少ない多可町です。なかなか準備が進んでいないの

が現状ではないでしょうか。ここで行政はどのようなことをするべ

きかを考えますと、いかに各家庭や職場で普段から物資などの確保

が必要かを啓発するべきではないでしょうか。 

もちろんテレビなどでも災害対応の番組などはあります。5 月に

東京方面での災害時の見直しの番組がありましたが、これから梅雨、

台風などの時期にもなります。避難訓練だけでなく、災害対応学習

と位置づけて、いろいろな場面や年代別など細やかな啓発をすすめ

るべきではありませんか。 

学校現場などでは、避難訓練はしていますが、災害時の学習など

はどのようなことをしているのでしょうか。 

またその他の備蓄物ですが、テント・ダンボールベッド・紙おむつ

(乳幼児用と大人用)そして生理用品などまだまだあるとは思います

が、現状ではその他どのような備蓄物があるのでしょうか。 

町として備蓄物の整備目標は立てていると思いますが、計画書は

ありますか。今後どのようになっていますか。 



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 橋尾 哲夫    

受 領 日 番号 

令和 ４年 ５月３０日 

午前・午後１１時２０分 
４ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１，  ４回目ワクチン接種を早期に実施すべし 町長 

 国は４回目のコロナワクチン接種を努力義務としています。全国の自治体

で、４回目接種をすでに５月２５日から実施しています。 

近隣自治体では西脇市・小野市等です。小野市は６月１日から接種の受付を始

めます。６０歳以上・基礎疾患のある者に接種します。 

私事ですが、３回目接種は２月１８日です。ワクチン効果は５カ月間です。 

出来れば６月中旬から４回目接種を実施すべきです。町長の答弁を求めます。 

２. 個人消火器と各集落保管の土嚢の点検を 町長 

 消防法では消火器の耐用年数は１０年です。合併後、各分団に消火器の点検

を要請されましたか。また、各集落で保管されている土嚢の点検もされている

か。個人所有の消火器が取得時期１０年以上経過しています。肝心な時に役立

たない場合があり、早急に点検を各分団・集落に要請することです。消火器１

本約５，０００円程度です。購入時に２，０００円の補助を出してはどうか。

土嚢を青空保管され放置、また、土を入れず土嚢袋のままもあるようです。管

理体制はどうか。町長の答弁を求めます。 

３. 仕組み債２億円を評価し、売却も検討すべし 町長 

 三井住友銀行信託部の契約日２００７年６月２２日、当初信託金１億円、 

信託期間２００７年（平成１９年）６月２９日から２０３７年３月２０日、 

３０年間、２０１１年９月３０日、７１，０６７，７２７円、差額約２，９０

０万円の損出。契約日２００８年（平成２０年）７月４日、当初信託１億円、

信託期間、２００８年（平成２０年）７月から３０年間、算出期間平成２３年

９月３０日、時価評価額６７，８６７，８７１円、損出額約３，２００万円。

現在の評価額を検討すること。町長の答弁を求めます。 



質 問 の 内 容 
１，６月議会での一般質問では４回目の接種計画がすでに出ているかもしれ

ません。住民に知ってもらうために再確認の意味でします。 

２，消火器は１本５，０００円程度です。個人購入に際しては２，０００円

補助してはどうか。各家庭もコロナ禍で生活が苦しい状況です。 

３，０００本で総計６００万円の負担です。３年計画で年に１，０００本、

１年で２００万円です 

３、仕組債において、現在円安ドル高です。消費物価が高騰しています。 

現在評価損も以前ほど大きくないものと思います。 

現在の評価額を再計算し、大きな損がでないのであれば、売却も検討すべき

です。 

あと残り期間１５年以上あります。物価高騰で額面２億円が、実質価値が半

減しかねません。 

２仕組債は米ドルと豪ドルです。 



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 藤本 一昭 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ５月３０日 

午前・午後 １時２０分 
５ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１.新ごみ処理施設に関連して施設の整備の計画は 町長 

新ごみ処理施設に関連して、多可町が周辺整備する施設計画及びインフラ整

備にはどのような計画をされていますか。 

これまでの説明で建設整備するものとして、徳畑の農地約４ヘクタールの土地

を活用して余熱利用施設を建設し、その農業施設の建設を計画していますが

具体的に説明を求めます。それ以外に、多目的グラウンド・翠明湖などの訪

問者用の駐車場設置の検討を求めます。 

２.内閣府の 2022 年度 SDGｓ未来都市選定の「クリアグリ

ーン TAKA」の計画について 

町長 

〜オープンイノベーションにより新たな価値・しごと・人材を創出する〜「ク

リアグリーン TAKA」の計画について具体的に計画を実行して行くのか

これからの具体的に計画を推進するのか説明をもとめます。 

３.物価高騰に関連して学校給食費の今後と学級費の集金

について 

教育長 

最近の諸物価高騰により、給食の食品食材の調達料の負担が増大しています。

今年の物価高騰分は、6 月の補正予算で料金の値上げが抑止できましたが、次

年度以降の対策として給食費の一部公費助成が必要であると考えますが所見

を伺います。あわせて学級費の集金にあたり現金の集金から口座振替を検討す

べきではありませんか。 



質 問 の 内 容 

１.新ごみ処理施設に関連して施設の整備の計画

中区徳畑における、西脇多可行政事務組合が建設する新ごみ処理施設に関連し

て、多可町が担当する周辺整備や公共施設の改修改良工事の計画及びインフラ

整備（上水道・下水道）道路の拡張整備などとして具体的にはどのようなもの

を検討されていますか、今後のスケジュールをお尋ねします。 

そして、これまでの説明のなかで、具体的に建設整備するものして、余熱利用

に関連して徳畑の農地約４ヘクタールの土地を活用するようですが、どのよう

な農業施設の建設を計画しており具体的な計画の説明を求めます。 

またそれ以外に、アクセス道路整備・多目的グラウンドや翠明湖周辺の利用者

用の駐車場設置などの計画があるのか説明を求めます。 

２．内閣府の 2022 年度 SDGｓ未来都市選定の「クリアグリーン TAKA」の計画

について 

内閣府の選定がされたことは今後の 〜オープンイノベーションにより新た

な価値・しごと・人材を創出する〜「クリアグリーン TAKA」の計画について全

国から SDGｓの取り組みを注視されることになります。 

これからは具体的に推進展開するのか説明をもとめます。 

３．物価高騰に関連して学校給食費の今後と学級費の集金について 

最近の諸物価高騰により、学校給食の食品食材の調達料の負担が増大してい

ます。今年に入ってからも調達物品の殆どすべての値上げが続いています。こ

れまでの物価高騰分は、6 月の補正予算で地方創生臨時交付金の活用で給食費

の料金の値上げが抑止できましたが、次年度以降のこれらの高騰分や今後の負

担増加が考えられますので、来年以降の対策として給食費の値上げは避けなけ

ればなりません。給食費の一部の公費助成が必要であると考えますが、考えを

伺います。 

あわせて児童生徒の学級費が現在ほとんどの学校で、現金の集金がなされて

います。全国の学校では、金銭トラブルとしての横領や不正会計がもとで職員

の懲戒もなされています。その原因は、取り扱い者の準公金であるとの意識が

薄いまたは現金の取り扱いの不慣れなどが上げられます。教職員の事務作業の

軽減の意味も踏まえて、現金集金から口座振替を検討すべきではありません

か。答弁をもとめます。 



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 市位 裕文 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ６月 ２日 

午前・午後 ８時３０分 
６ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１. 物価高騰による給食費対策 町長・教育長 

最近のテレビ報道を見ていると物価高騰のニュースが目につきます。もちろ

んウクライナへのロシア軍侵攻の報道も気になります。次々と色々なニュー

スが流れます。

そんな中でも物価高騰のニュースは一番身近な問題です。

物価高騰の原因としてはコロナ社会・ウクライナ情勢・円安があると言われ

ているそうです。 

６月７月には 3,000 品目の値上げが予定されており、今年度中には 12,000

品目の値上げも予定されているそうです。その結果として、給食費の値上げも

よく報道されています。 

多可町も当然、食材の値上げもあるはずです。給食費の値上げはあるのです

か？  小学校中学校の子供のある世帯は、年間 4～5 万円の負担があり、3 人

の子供さんがおられる世帯では 15 万円近くの負担になります。 

これは大変な負担です。多可町は子供対策に大変頑張られているのはよく承

知しておりますが、給食費の無償化は、まだ実現しておりません。 

義務教育にあっては、絶対にあってはならないのは、これ以上の給食費の値

上げです。確かにこのような物価高での値上げは理解できないものではありま

せんが、多可町の子供をまもるためにも、負担の増加は避けるべきです。 

そこで給食費についての、多可町の方針をお聞かせください。 

給食費については、段階的な無償化、そして完全な無償化が求められるはずで

す。 

多可町も「子育てに優しい町」を目指す限り、一刻も早く、給食費の完全無償

化をすべきです。 

今年度はまずは、給食費の値上げについての考えをお聞きします。 



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 𠮷田 政義 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ６月 ３日 

午前・午後 １時１０分 
７ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１.通学路の安全確保に向けた取り組みは 教 育 長 

 政府が全国一斉に小学校の通学路点検の要請を行いました。点検のきっかけ

になったのは、昨年６月に千葉県八街市で下校中の小学生５人が死傷した交通

事故です。飲酒運転の大型トラックが小学生の列に突っ込み、２人が死亡、３

人がけがをしました。政府は事故後、全国の教育委員会や道路管理者、警察に、

公立小学校区の危険箇所について報告を求めました。抽出したのは、従来の見

通しが悪いなどの基準に加え、新たに幹線道路の抜け道など、車の速度が上が

りやすい箇所や大型車の進入が多いといった危険箇所です。より幅広い観点か

ら、危険箇所を洗い出すよう求めました。全国で７万６０００箇所、県内４１

市町では合計２８６７カ所ありました。 

 また、１２年４月京都府亀岡市で集団登校中の小学生らに無免許の少年が運

転する車が突っ込み、小学生ら１０人が死傷する事故や昨年８月には丹波市内

で、自転車で登校中の女子中学生が、信号機のない交差点を横断中に左折して

きたトラックに巻き込まれて亡くなりました。信号機のない交差点で、子ども

が渡ろうとしても車が停車しない。通学路を抜け道にするケースがあります。 

多可町は車社会で、信号機が少なくスピードをだしやすい道路が多いです。

信号機のない横断歩道を渡ろうとする歩行者がいた場合に車が止まる「停止

率」は西脇警察署管轄では、70.9%、北播磨県民局管轄平均では、68.5%と非常

に高い水準ですが、私の周りでは悪いように思います。 

 さらに、交通だけでなく、防犯の面においても、今の時期、草丈が高くて車

からも人からも見えなく、危険箇所があると思われます。 

通学路の危険箇所の状況を問います。また、安全確保に向けた取り組みを問

います。 



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 足立 吉継 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ６月 ３日 

午前・午後 １時１５分 
８ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１.子どもたちの教育に必要な備品導入は進んでいるか 町長、教育長 

〇町内の全中学校にカラー印刷機を整備せよ 

 子どもたちが自宅に持って帰る、学校からのお便りを見ると、小学校はカラ

ー刷り、中学校は白黒です。この事を先日、オープンスクールで加美中学校を

訪れた際に、先生方にお話をお聞きしましたら、今の時代、理科のテストや他

の教科の資料にもカラー印刷されたものが必要であるとお聞きしました。その

後、中町中学校、八千代中学校にもお話をお聞きしましたら同様のお考えでし

た。各小学校には導入されているとの事で、教育環境の平等性を確保するため、

早急にカラー印刷機の導入を求めます。 

２.将来の多可町役場の展望を問う 町長 

〇10 年後の職員配置は 

 広報たか 3 月号に掲載されている、町職員の給与および年齢別職員構成の状

況を読みますと、現在、町役場の主力といえる 36 歳から 51 歳までの職員の数

が、全 199 人の内、108 人と半数を占めています。10 年後の配置、財政の事を

考えると今後どうされるおつもりでしょうか。このまま雇用延長や会計年度任

用職員でやりすごさずに、新規採用、中途採用を積極的に行い、足りない年齢

層を採用するべきではないですか。町長の考えをお聞きします。 



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 門脇 保文 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ６月 ６日 

午前・午後 ８時３０分 
９ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１. ごみ処理施設 余熱利用整備計画について 

地元の要望や環境整備はどのようになっているのか。 

町長 

①水路の改修及び道路整備についての報告は聞いているが、そこから上流に於

ける水路及び道路整備はどうなっているのか？

②現在、耕作をされている人達の代替え地の確保は出来ているのか？

③森林の伐採に於ける木材を出す道路、橋梁の整備はどうなっているのか？

以上地元住民からの要望もあったと思うが、どのように検討されるのか

２.いざという時に備えて、 

自衛隊員や予備自衛官の入隊。退職自衛官の採用について 

町長 

教育長 

①多可町として取り組めることがあるのではないか？

②自衛隊に入ると色んなメリットがある。

③退職自衛官を「地域防災マネージャー制度」採用するべきである。

④北播磨地区では多可町以外の市は退職自衛隊員を採用しています。

３.各小中学校にコミニュティスクールを組織する 

学校の統廃合はコミニュティスクールで検討すべき 

町長 

教育長 

①八千代小学校でコミニュティスクールが組織されて 5 年が経過しておりま

す。当時は、多可町全小学校、全中学校にも設置すると聞いておりましたが、

なぜ、今年度から中学校を除き始めるのか。

②急遽、中学校の統廃合の話が出てきて、「多可町地域の学校教育の在り方を

考える会」からの答申内容は統合ありきではなかったか。

③問題は各中学校のコミニュティスクールを組織すべきであり、その中で検討

すべき問題ではなかったのか？

④「子育てするならダントツ多可町」このスローガンは一体何なのか。子育て

環境を整え子供達を増やし統廃合に歯止めをかける目的があるのではない

のか。

⑤跡地利用に関してもどのように検討されているのか。



質 問 の 内 容 
１．  ごみ処理施設 余熱利用整備計画について 

地元の要望や環境整備はどのようになっているのか。 

徳畑地区の皆様にはダム建設に於いて多大な犠牲が払われてまいりまし

た。現在数件が生活をされております。他にも耕作者が数名、森林も管理さ

れておられます。しかし道路や水路はかなり傷んだ状態で長きに渡り整備さ

れていません。 

突如、ゴミ処理施設の余熱利用整備計画で、多可町が土地を買収しまとめ

て企業に販売する計画になり、特にその周辺の道路、水路の変更整備はされ

るが、田畑の買収も含め地元への説明はいつされたのか。問題点はなかった

のか。 

①買収された土地の周辺水路や道路整備についての報告は聞いているが、そ

こから上流に於ける水路及び道路整備はどうなっているのか？

②現在、耕作をされている人達の代替え地の確保は出来ているのか？

③森林の伐採に於ける木材を出す林道、橋梁の整備はどうなっているのか。

④税金対策として公共事業に当たらないために所得となり、地権者の協力が

得られないのではないか。

以上地元住民からの要望もあったと思うが、今後、どのような日程で検討

されて行くのか。

２．いざという時に備えて、 

自衛隊員や予備自衛官、退職自衛官の採用について 

今年の 2 月ロシアがウクライナ共和国に武力侵攻を行いました。国連（戦勝

国による）大国が、世界を震撼させました。この問題は遠く離れた日本には関

係が無いと思われますが、日本の隣国にロシア国があります。また、中国もこ

のロシアの経緯を静かに見守っています。北朝鮮がミサイルを発射（ウクライ

ナ製）。アメリカはウクライナに軍隊は送らないが、武器を送っている。何の効

力もない只武器が売れアメリカの軍需産業だけが儲けている。中国やロシアが

日本に武力侵攻して来た場合、日米同盟によりアメリカが助けてくれるのでし

ょうか。日本を守るのは、自衛隊しかありません。優秀な日本の自衛隊員も年々

減っております。有事や災害等に力を発揮してくれるのが自衛隊員です。訓練

により心身ともに鍛えられ国民のために命を張って貢献してくれます。少子高

齢化により隊員も減少しています。このような状況の中で私たちが出来る事は

ないのか。以下の質問をします。 



①多可町として取り組めることがあるのではないか？

消防団員や 34 歳までの健康な男女は、予備自衛官補制度に取り組むこと

ができます。（予備自衛官になれば 5 回/年の訓練を受けることができ、国

から手当総額 88,500 円/年支給される。即応予備自衛官になれば、災害救

援活動訓練、射撃練習等基本的な事を学ぶ事ができます）。災害時に役立ち

ます。

②自衛隊に入ると色んなメリットがある。

中卒の場合高校生の勉強しながら衣類や給料が支給され。成績が良ければ

防衛大学にも入れる。看護師や医者。色んな職業資格や免許の習得が可能

である。また、就職の確率は非常に高いと聞いています。教育長に問いま

す。各中学校に自衛隊への推薦をされてはどうか。

③退職自衛官を「地域防災マネージャー制度」採用することにより、国か

らの一人当たり５０％補助金が出る。（措置上限額 340 万円）災害とか有

事に於いて多可町住民の安全安心がより確保できるので採用されてはど

うか。

④北播磨地区では多可町以外の市は退職自衛隊員を採用しています。自衛

隊員は横とのつながりがあるため集中災害や広域災害には即座に対応

ができるメリットがある。

３．各小中学校にコミニュティスクールを組織する 

学校の統廃合はコミニュティスクールで検討すべき 

５年前に八千代小学校に於いてコミニュティスクールが組織されました。そ

の間コロナ禍において、機能が発揮できなかったこともありますが、なぜ、他

の小中学校に於いてコミニュティスクールが組織されなかったのか。これは意

図的な思惑があったのでは無いか。子供の減少に歯止めがかからないために小

中学校の統合を決めたのではないか。各コミニュティスクールが組織された中

で各地域が学校の統廃合について検討すべきで問題であり「多可町地域の学校

教育の在り方を考える会」からの答申で決定すべきではない。中学校は地域が

決定すべき問題であり一部の会で決定すべきでは無い。現に、ある区長から指

摘がある「誰が決めたのか。そんな話は聞いたことが無い。」また、跡地利用に

関してもなんら検討されていません。「子育てするならダントツ多可町」この

スローガンは一体何なのか。子育て環境を整え子供達を増やす目的があるので

はないのか。まだ、結果が出ていない矢先に統合するというのは、矛盾してい

るのではないか。コミニュティスクールの組織は何のための組織なのか。一番



大切な学校の存続に関して意見を出すべきところではないのか。早急に各中学

校のコミニュティスクールの組織を立ち上げるべきである。以下の質問をしま

す。 

①八千代小学校でコミニュティスクールが組織されて 5 年が経過しておりま

す。当時は、多可町全小学校、全中学校にも設置すると聞いておりました

が、なぜ、今年度から中学校を除き始めるのか。

②急遽、中学校の統廃合の話が出てきて、「多可町地域の学校教育の在り方を

考える会」からの答申内容は統合ありきではなかったか。

③問題は各中学校のコミニュティスクールを組織すべきであり、その中で検

討すべき問題ではなかったのか？

④「子育てするならダントツ多可町」このスローガンは一体何なのか。子育

て環境を整え子供達を増やし統廃合に歯止めをかける目的があるのでは

ないのか。

⑤跡地利用に関してもどのように検討されているのか。



一 般 質 問 通 告 書  【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 藤原 清勝 

受 領 日 番号 

令和 ４年 ６月 ６日 

午前・午後 ８時３０分 
１０ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１. 多可町内の中学校統合問題について 町長 

教育長 

多可町内三中学校の統合計画が進められています。確かに町内の人口減少が

進み、子どもたちの人口減少も進んでいます。しかしだからと言って、そんな

に簡単に統合を進めて、今後の課題、問題が解決できるでしょうか？本来、教

育には、惜しみなくお金を使っても無駄にはなりません。なぜなら、子どもた

ちの将来のためのお金です。彼らの未来のために、お金を使うことに意味があ

ります。ここは、まだもっと、時間を掛けて検討することが必要と考えます。

２. 元八千代北小学校跡地の今後の活用と今現在の近隣

住民の生活環境対策について 

町長 

元八千代北小学校跡地の訴訟裁判が解決後は、二度とこの様な問題が起こら

ないようにしないといけません。そこで現段階から今後の跡地利用の計画を、

住民を交えてしっかりと話し合いを持って計画していくことが大切だと考え

ます。また、近隣住民の方々の毎日の生活は、現に今も煙と臭いに困惑されて

いる生活が続いています。企業の操業は続き、日曜日も煙が上がっています。

裁判は、いつ終わるかわかりません。このことから、毎日の生活環境対策が必

要と考えます。

３.今年は、作家、松本清張の没後三十年です。そこで、こ

の多可町に松本清張の文学碑建立をすべきと考えます。 

町長 

教育長 

昭和 46 年の作品『神の里事件』は、多可町が舞台になっています。鍛冶屋も

安楽田も千ヶ峰も出てきます。文学碑建立と同時に作品の映画化やドラマ化も

計画し、撮影時には、地元の町民の方々がエキストラ出演したりすれば世間の

注目を集め、今までにない町おこしになるはずです。また、クラウドファンデ

ィングを使って応援をいただくことも多可町の取り組みを理解していただく

ことにつながるはずです。笹倉議長に教えていただいた言葉に「できないので

はなく、どうしたらできるか。」とあります。ぜひ取り組むべきと考えます。 



一 般 質 問 通 告 書 【第 114 回定例会】 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 内橋 志郎  

受  領  日 番号 

令和 ４年 ６月 ６日 

午前・午後 ８時３０分 
11

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１.コロナ禍による不 況 、原 油 価 格 や物 価 の高騰 で町 財 政 運 営

は、大丈夫か。 

町長 

コロナ禍による不況、そこにロシアのウクライナ侵攻の影響で、原油価格や物価の高騰

があります。生涯まちづくりプラザ、統合中学校、西脇多可新ごみ処理施設、水道施

設（管路）更新、下水道施設統廃合、三室バイパスなどインフラ整備を着実に実行す

るために、継続可能な町財政運営は、どのようにされますか。お伺いします。 

２.高齢者等が、買い物や通院などに安易に行ける環境整備をど

のように図っていくのか。 

町長 

高齢者の方々から「買い物へ行きたいが、いろいろあって、結局買い物にも行けない」と

現状を訴えられました。隣の西脇市は西脇市乗合タクシー「むすブン」を走らせていま

す。交通弱者の高齢者等が、買い物や通院などに安易に行ける環境整備をどのように

図っていくのか。お伺いいたします。 



質 問 の 内 容 
議席番号６番 内橋志郎です。議長の許可を得ましたので、一般質問を二点させてい

ただきます。 

まず、一点目は、「コロナ禍による不況、原油価格や物価の高騰で町財政運営は、大

丈夫か」についてです。 

新型コロナウィルス感染症は、令和元年１２月初旬に感染症が報告されてから経済活

動の停滞を通じて、雇用・就業に多大な影響を及ぼしています。そこに２月２４日からの

ロシアのウクライナ侵攻による影響で、原油価格や物価の高騰があります。

６月２日神戸新聞の朝刊に食品値上げ、平均１３％と一面に載りました。世界規模で不

確実性が高まり、予断が許せない状況になっています。 

多可町の人口は令和３年１９，９８４人、少子化で人口減少が続き、令和２２年には１２，

６４９人の予測、推計です。平成７年からの２５年間で２４％人口が減少し、令和４年度か

ら多可町全域が過疎地域に指定されたところです。 

財政力が０．３３であり、自主財源が乏しく、地方交付税に依存しなければならない多可

町にあって、地方交付税の測定単位に用いられる人口数値が減になることに、将来不

安が拭い切れません。ちなみに本年度当初予算の地方交付税は、４５億９，７００万円で

あり、歳 入 の比 率 は３７．６％です。そのうえ、人 口 構 造 や社 会 構 造 が大 きく変 化 をし

て、頼みの国の地方交付税制度についても財源基盤は安定的でないと思われます。 

多可町は、令和４年度末見込みで、財政調整基金と減債基金の残高は、３２億５４００

万円で一般会計での基金は、貯金は６９億円です。それに対して起債残高、借金はと

いうと、後年度交付税措置がされるといえ１３０億円であります。 

吉田町政２期目では、住みたい町・住み続けたい町になるように、子育てするならダント

ツ多可町をはじめ、果敢に４つのチャレンジに取り組まれています。

私は１２月議会の一般質問で、生涯まちづくりプラザ建設について、財政的なリスク

は本当に無いのか？更に財政リスクをクリアすることを条件にしつつも優先事項にな

るのかと尋ねました。その際に、今後慎重な財政運営をお願いしたいと結びました。し

かしながら、ロシアによるウクライナ侵攻以前は、ほとんどの国で新型コロナウィルスまん

延による影響から回復傾向にあったが、侵攻によって令和４年の１年間で、経済成長も

押し下げられ、インフレ率も上昇すると言われています。 

そこで改めて、生涯まちづくりプラザ、統合中学校、西脇多可新ごみ処理施設、水道

施設（管路）更新、下水道施設統廃合、豊部バイパスに続き三室バイパスなどインフラ

整備を着実に実行するために、町財政運営は、どのようにされるのか、お伺いします。 



質 問 の 内 容 
二点目は、「高齢者等が、買い物や通院などに安易に行ける環境整備をどのように図

っていくのか」についてです。 

私は、令和３年１０月の選挙中に、ポンプとパイプ役になって、皆さんのお声を町へ届け

ます、と約束してまいりました。その時に、北部の公民館前におられた高齢者の方々か

ら「買い物へ行きたいが、いろいろあって、結局、買い物にも行けない」と現状を訴えら

れました。 

多可町では、住民が移動しやすいよう総合的な交通ネットワークを構築し、発展させる

ことを目的に、令和元年６月に「多可町地域公共交通網形成計画」を策定されていま

す。その計画期間は、令和５年度までの５年間あり、計画の中で、予約型乗合タクシー

（デマンド交通）の検討を進めていきます。と謳われています。 

一方、隣の西脇市では、西脇市乗合タクシー「むすブン」を走らせています。ご承知のよ

うに乗車したい日時と場所、目的地を、事前に電話で予約することで、自宅付近などの

指定場所まで車が迎えに来て、目的地まで送迎するデマンド型交通です。 

高齢になると判断能力や運動能力が衰え、重大事故を起こす恐れが高まり、運転免

許の自主返納も広がったと聞いています、しかしながら、多可町では日々の暮らしにマ

イカーは欠かせないという高齢者は少なくありません。 

本年度、多可町は、生きがい活動支援通所事業（社協）と連携した公共交通あったか

講話の開催を各集落の老人クラブを対象に５月～令和５年２月に予定されており、 

路線バスやタクシーの利用促進を図っていかれます。 

人口の減少や高齢化の進展等、公共交通のとりまく社会情勢や地域情勢は常に変化

をしています。毎年、地域公共交通活性化協議会で各施策・事業の進捗を確認され

ています。 

免許返納者の不安をなくし、交通弱者の高齢者等が、買い物や通院などに安易に行

ける環境整備をどのように図っていくのか。お伺いいたします。 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 



一般質問通告書         【第 114 回定例会】 

 

多可町議会議長 笹倉政芳 様 

多可町議会議員 清水俊博  

 受  領  日 番号 

令和 ４年 ６月 ６日 
午前・午後 ８時３０分 １２ 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

1．SDGS 未来都市指定「多可町」最も相応しい「ＥＶ  

  カーシェア」の早期導入を！  

  町 長 

 

           別紙のとおり 

 

２. 山口・阿武町「誤給付」事案から学ぶ！ 

  （対岸の火事とせず「ケーススタデイ」に） 

  町 長 

 

           別途のとおり 

 

３. 町の基盤「集落機能の維持・向上」に総力を！  

  （急激な少子化等への対応・支援を）  

町 長 

 

            別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 



質 問 の 内 容 
問１ 

 本町は、クアオルト健康ウォーキングを核とした森林サービス産業をはじ

め、豊かな森林を活用して木材による地域経済の循環を形成するとともに 

林業技術の継承と活性化を図る。このような、本町の提案が「SDGs 未来都市」

に選定されました。このような活動を通して、本町の魅力を高め、関係人口を

増やしつつ人口減少に歯止めをかけ、人と自然が共生し誰もが生きがいを実感

しながら幸せな町を目指し、町民の皆様と各種政策を展開してきたことが評価

されたものです。 

 これまでのまちづくりの取組を機に 2030 年のその先の未来を見つめ、「人と

自然が共生する幸福度高まる TAKA」を目指し、新たなまちづくりに邁進しま

す。吉田町長の弁です 

SDGS 未来都市指定、それに最も相応しい「ＥＶカ-シェア」の早期導入を！ 

昨年 9 月 107 定例会において「カ－シェアリング」の導入でコスト削減を図れ 

と質問をしました。町長は「趣旨は十分に理解し、まずは庁舎内公用車の 

シェアを図っていくとの答弁でした。そこで以下伺います。 

① 約 1 年を経過し導入状況は如何に！コスト比較で示し下さい 

② 車両に関して更に環境へ負荷の少ない車種 EV 車の導入の考えは 

③ 高齢化が顕著な我町における次なる交通手段として導入の是非は 

 

問２ 

 山口・阿武町「誤給付」事案から学ぶ！ 

  （対岸の火事とせず,貴重な「ケーススタデイ」に） 

 今年 4 月、阿武町が国の臨時特別給付金を町内の住民に誤って振り込み、そ

の給付金の返還を求めたが拒否され更に、４６３0 万円の一部を使用したとし

て電子計算機使用詐欺容疑で同町在住の容疑者（２４才）が逮捕されるという

事案が発生した。５月末には、顧問弁護士による法的な手続きによりその多く

が確保できたとのことです。しかし、住民の皆さん始め多くの関係者において

は行政への強い不信感、疑念を持たれ多大な損失が発生する事態となりまし

た。以下伺います。  

① 今回の事象の発生原因はどう認識、把握されていますか 

② 本町に置き換えそれへの防止策はどの様にお考えですか 

 

 



問３ 町の基盤「集落機能の維持・向上」に総力を！ 

           （急激な少子化等への対応・支援を） 

アメリカの起業家、投資家であるイ－ロン・マスク氏の SNS「出生率がこの

まま上がらなければ日本は消滅する」大きな反響を起こしました。 

我が国の総人口は１億 2550 万人１１年連続で減少し続け、かつその減少幅は

過去最大です。わが町でも合併以来年間 300 人強の減少であり、18 年間で▲

5000 人強の減少です。2 万 5000 人であった人口は今、１万 9560 人。（2022/6/1

現在） 

他方、本年 4 月我が国の子供の数は過去最少で １４６５万人 ４１人連続の

減少にあります、総人口に占める割合も 11.7％と４８年連続の低下です。 

総人口は１４年前の 2008 をピークに減少に転じたまま、国立人口問題研究所

によると 8 年後の３０年に１億 1662 万人 38 年後の６０年には８６７４万人

に激減するとの予測がされています。 

・人口の減少は言うまでもなく経済全体の縮小や社会保障制度の崩壊へと続

き、言うまでもなく国の存亡にも関わる要件の根幹とも言えます。 

今、政府の政策の一つ「人への投資」が話題となり焦点が当たっています。 

我が国の将来を担う子供の人口比率が５０年（半世紀）近くも減り続けている

事この事実にこそ焦点を当てるべきであることは申すまでもありません。 

「子育てするならはダントツ多可町」このことを実践するため 今こそ、 

「新たな命の誕生」への「環境整備」こそより重要であると確信します。 

（1）不妊治療費の保険適応（2）保育の受け皿整備（3）未婚、晩婚化への対策

（4）移民施策の充実（5）非摘出子の権利確立と保護 

等々・・・正に総力を挙げた人口増加策なくしては、早晩 消滅国への道をた

どる事にもなりません。持続的発展への道が閉ざされることにも・わが町も同

様です。今年、来年は大丈夫？しかし残された時間は多くはありません。 

「SDGS 未来都市」へ正に正念場です。 以下伺います。 

①  少子化対策の具体策＝特に・15～64 歳、・多可町の未来＝0～14 才への充実

策は 

②  集落機能の活性化対策＝・SDGS の源泉である各集落への支援策が必要 

以上についてどう認識され その課題解決へ 具体の戦略は立てられていま

すか  

明快な答弁を求めます。 

                         

 



  ＜参考資料＞ 

①  ＳＤＧＳ関連                       表⒈ 

 

 

 



 

 

② 本町の少子化へ総力を！関連             グラフ-2 



 

一 般 質 問 通 告 書         【第 114 回定例会】 
 

多可町議会議長 笹倉 政芳 様 

多可町議会議員 日原 茂樹 

 

受  領  日 番号 

令和 ４年 ６月 ６日 
 
午前・午後１１時１７分 

13 

質 問 の 項 目 及 び 要 旨 答弁を求める者 

１.観光振興策を問う 町長 

別紙詳細 

２.校内フリースクール設置を 教育長 

別紙詳細 

３. 
 

 

 



質 問 の 内 容 

観光振興策を問う 

２０２５年に大阪・関西万博が開催されます。期間中は国内外から２８２０

万人もの来場者が見込まれています。多くの人に兵庫県内に、多可町に訪れて

もらう大きなチャンスです。兵庫県の魅力は神戸の夜景や姫路城、城崎温泉、

有馬温泉等たくさんありますが、多可町にも魅力あふれる観光資源がたくさん

あります。 

齋藤知事は、大阪・関西万博を見据え、万博で但馬牛のルーツや播州織の魅

力など県全体をパビリオンと見立て、現地で学んだり体験したりできるコンテ

ンツを設けて県内各地に観光客を呼び込む「ひょうごフィールドパビリオン」

を掲げています。 

我が町は京阪神からわずか１時間半の距離にあり、田園風景が広がり、西日

本一の規模を誇るラベンダーパークや棚田百選に選ばれた「岩座神の棚田」、

妙見山・千ケ峰・笠形山、夏のホタルなど豊かな観光資源があります。 

さらに、日本一の酒造好適米「山田錦」発祥の地、日本一の手漉き和紙「杉

原紙」発祥の地、「敬老の日」発祥の地の３つの発祥の地であり、そのストーリ

ー性も十分で、フィールドパビリオンにふさわしいと考えられます。今この機

会を逃さず多可町を全国に、世界に知ってもらう観光振興策を打ち出す時で

す。 

また、ポストコロナにおける兵庫観光の飛躍に向け、今年の７月から９月に

はＪＲ西日本によるプレ兵庫デスティネーションキャンペーン「兵庫テロワー

ル旅―私の感動、その先へ。―」が開催されます。２０２３年の夏には全国Ｊ

Ｒ６社と兵庫県のタイアップによる全国規模の観光キャンペーン、兵庫デステ

ィネーションキャンペーンが開催されます。 

観光を通して「地域経済の発展」と「持続可能な地域づくり」が両立するよ

うな取り組みを推進するとともに、国内外の観光市場で評価されるプロモーシ

ョンを展開されます。 

ウィズコロナ・ポストコロナ戦略の中で、観光分野については、多様な地域

資源を活用することによって新たな観光価値を創出し、地域経済の発展に結び

つけるとともに、「地域」「住民」「観光客」のニーズに対応しつつ、環境に配慮

し、経済や社会全体の発展につなげる「持続可能な観光」を目指す取り組みを

進めようとされています。 

私もまさにこのような視点が大切だと感じており、コロナ禍で都市から地方

への流れが加速化している今、持続可能な観光を行うためにも、地域資源をし



っかり活用・発信し、多可町に多くの人の流れが生まれ続けているよう取り組

みを進めていただきたいと考えます。 

また、農林、福祉、交通、文化など幅広い分野の関係者との連携を一層強化

し、単なる観光客数の増加だけではなく、多可町のファンを増やす取り組みも

重要であると考えます。 

兵庫県で観光誘致の大規模な取り組みが行われる中、多可町でもこのチャン

スを生かし観光振興策を打ち出す時と考えます。兵庫デスティネーションキャ

ンペーンや大阪・関西万博を活用した観光振興にどのように取り組んでいくの

か町長の所見を伺います。 

 

校内フリースクールの開設を 

さまざまな背景・理由により「不登校になった」「不登校になってしまった」

小学生・中学生は、年々増加しています。本人が望まない不登校を減らすため

の取り組みも大事かもしれませんが、不登校児童生徒数が２０万人近くに達し

た今、不登校になっても支障がない学校・教育・社会システムが必要となって

います。 

不登校の子どもに対し、学習活動、教育相談、体験活動などの活動を行って

いる民間の施設として、フリースクールがあります。その規模や活動内容は多

種多様であり、民間の自主性、主体性の下に設置、運営されています。 

フリースクールとは、何らかの理由から学校に行くことができない、行かな

い、行きたくても行けないという子どもたちが、小学校・中学校・高校の代わ

りに過ごす場所です。不登校やひきこもりをはじめ、軽度の発達障害、身体障

害、知的障害などの事情を抱えるたくさんの子どもたちを受け入れ、学びの場

を提供しています。 

個人経営、ＮＰＯ法人やボランティア団体などが運営する民間の教育機関に

なるので、それぞれの方針や教育理念の違いによって形態もさまざまです。か

かる費用も一様ではありません。共通するのは、子どもたちの主体性を尊重し

ているところと言えます。 

民間が行っているフリースクールを公立で行っている自治体はほとんどな

い状況ですが、愛知県の岡崎市では、２０２０年度から子ども達の多様性に対

応した校内フリースクールを市内の中学校３校にモデル校として開設しまし

た。新たな試みの中、既存の学校教育になじめない不登校生徒の居場所となり

ました。 

フリースクールは、適応指導教室にない取組として、専任の担任、支援員の



配置、個別支援計画の作成、タブレット端末によるライブ授業などを行ってい

ます。支援員は、不登校生徒への対応を心得ている元教員が常駐するため、生

徒の体調や心の変化に気づきやすいといった利点があります。担任と支援員に

よる細かな指導に対し、学校に通えるようになったのは先生たちのおかげです

と、フリースクールに通う生徒の保護者からは感謝の声が寄せられています。 

一部の学校では長期欠席者が減少傾向にあるなど確かな手応えがあったこ

とから増設を続けており、２０２３年度には全２０中学校で展開する目標を掲

げています。 

この校内フリースクールは、長期欠席生徒に加え、集団生活になじめない生

徒も通うことができ、最終目標は学校復帰、教室復帰ではなく社会的自立と定

め、生徒一人一人の特性に合わせた手厚い支援を行うことで、新たな不登校支

援の取組として期待がされています。 

多可町でも不登校児童生徒が多くいます。「子育てするならダントツ多可町」

と謳うのであれば、このような先進的な取り組みを参考に子どもたちの多様性

に対応した校内フリースクールの開設を検討してはどうでしょうか。校内フリ

ースクールで子どもたちの居場所確保や教育の多様性を含め、子育て世代にア

ピールできます。移住定住に向けた新たな取り組みとしても期待できる政策で

す。 

学校や保護者、地域も一緒になった校内フリースクールが開校できたらと素

晴らしいことだと思います。教育長の所見を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




